
（様式２）

令和 年度

月 4 5 5 6 6 6 9 9 10 11 11 12 1 1 1 2 2 3
総

時

数

指導時数 2 1 9 2 2 4 4 4 5 4 4 4 5 1 5 4 6 4 70

ア ◎ ◎ ◎ ○

イ ○

ウ ○ ◎

エ ◎ ○ ◎ ◎

ア ◎

イ ◎ ○ ◎ ◎ ○

ウ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

エ

2 1 9 2 2 4 4 4 5 4 4 4 5 1 5 4 6 4 70
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ウ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

エ ◎ ○

オ ◎

カ

キ

ク ◎ ○

ア

イ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ウ ● ●

エ 古典の作品について，その内容の解釈を踏まえて朗読する活動。

オ

カ

キ ● ●

評価方法・評価材料 知
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2 必履修 古典(２年必・２単位)

学習方法のポイント

5 国語科　　　　古典探究　　　シラバス

科目名 対象学科・学年 副読本

古典探究 ２学年国際文科・理数科・普通科

単位数

１学期

中　間 古典探究（古文・漢文） 初見問題含む、副教材からも出題

期　末 古典探究（古文・漢文） 初見問題含む、副教材からも出題

○「古典探究」では、古典の基礎的知識や単語力をもとにした古典の読解力の向上を図ります。必ず授業の復習をし、単元ごとの振り返りをしましょう。
○定期的に課題を課します。意欲的に取り組み、確実に提出するようにしましょう。
○定期テスト以外に古文単語の定着を図るための小テストや文法力テストを行います。常に学習の定着の度合いを確認するようにしましょう。
○ノート、ワークシートは自分だけの参考書だと考え、きちんと整理し、テスト前の振り返りができるようにしましょう。
○平日、休日の学習計画を立て、家庭学習の習慣化を図りましょう。

学習方法のポイント

学　期 教科書（単元） 備　考

３学期 学年末 古典探究（古文・漢文） 初見問題含む、副教材からも出題

○古典文法や古文単語などの暗記事項は定期的な小テストを行い、確実な「基礎・基本の定着」を図ります。

○学力の定着度合いに応じた講座を開講し、学力に応じたサポートを行います。

２学期

中　間 古典探究（古文・漢文） 初見問題含む、副教材からも出題

期　末 古典探究（古文・漢文） 初見問題含む、副教材からも出題

〔
知
識
及
び
技
能

〕

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

に

関

す

る

事

項

(1)

古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語
句
の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めること。

古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深め
ること。
古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色
に
ついて理解を深めること。

目標

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

教科書
筑摩書房　『古典探究（古文
編）』　『古典探究（漢文編）』

指導事項・言語活動例

故

事
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方

等
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ら

れ

た

意

図
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み
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歌

物
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れ

た

内

容

を

、
叙
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基

に

的

確

に

捉

え
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描

か
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、
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Ａ

　

読

む

こ

と

我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(2)

古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国など
外国の文化との関係について理解を深めること。

古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めるこ
と。
時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影
響
について理解を深めること。
先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え
方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めること。

合
計

・つながる・まとまる 古文単語500PLUS　いいずな書店
・基礎から学ぶ　解析古典文法　　桐原書店
・新明説漢文　尚文出版
・進研WINSTEP core国語２
・助動詞・助詞・敬語・識別入試対策強化解釈力の超トレーニング　　尚文出版
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史

的
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小

説

の

読

み

方
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単
元
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人
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変
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構

造
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み
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漢

文

の

特

色

を

知

り

、
訓

読

の

決

ま

り

を

理

解

し

、
格

言

に

親

し

む

。

(1)

文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。

文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えること。

必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章
の構成や展開，表現の特色について評価すること。
作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み，
そ
の内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。

古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して，我が国
の
言語文化について自分の考えを広げたり深めたりすること。

(2)

古典の作品や文章を読み，その内容や形式などに関して興味をもったことや疑
問
に感じたことについて，調べて発表したり議論したりする活動。同じ題材を取り上げた複数の古典の作品や文章を読み比べ，思想や感情など
の共
通点や相違点について論述したり発表したりする活動。

履修 系統科目

古典の作品や文章などに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人
間，
社会，自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりすること。関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に，自分のもの
の
見方，感じ方，考え方を深めること。

古典の言葉を現代の言葉と比較し，その変遷について社会的背景と関連付けな
がら古典などを読み，分かったことや考えたことを短い論文などにまとめる活動。

読
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こ

と

漢
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々
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韻

文

独

自

の

特

徴

と
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現

効

果

を

理

解

し

、
情

景

や

心

情

を

読

み

取

る

。

総
時
数

古典の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げ
たり深めたりすること。

小

説

の

舞

台

設

定

、
文

章

構

成

、
語

り

の

工

夫

を

読

み

取

る

。

内

容

を

自

分

と

関

係

づ

け

な

が

ら

、
も

の

の

見

方

、
感

じ

方

、
考

え

方

を

深

め

る

。

話

の

展

開

や

登

場

人

物

の

言

動

を

読

み

取

り

、
史

話

の

面

白

さ

を

味

わ

う

。

表

現

の

特

色

を

踏

ま

え

て

、

作

品

に

込

め

ら

れ

た

意

図

を

考

え

る

。

軍

記

物

語

に

特

有

の

描

写

を

読

み

取

り

、
内

容

を

捉

え

る

。

漢

詩

の

詩

形

と

押

韻

を

確

認

す

る

。

古典を読み，その語彙や表現の技法などを参考にして，和歌や俳諧，漢詩を創
作
したり，体験したことや感じたことを文語で書いたりする活動。

古典の作品に関連のある事柄について様々な資料を調べ，その成果を発表した
り
報告書などにまとめたりする活動。

往来物や漢文の名句・名言などを読み，社会生活に役立つ知識の文例を集め，
そ
れらの現代における意義や価値などについて随筆などにまとめる活動。


